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文

堀内正樹すでにそこにある場所をめざして
共同研究 ● 非境界型世界の研究──中東的な人間関係のしくみ （2010-2013）

19世紀のアルジェリア系流刑者の子孫が住む南太平洋ニューカレドニ
アのアラブ人村ヌサデューの共同墓地（堀内正樹撮影）。

「新大陸の発見」
　世の中にはそのときどきに流行することばがある。いまな
らたとえばグローバリズムやグローカリズム、アイデンティ
ティ、ネットワーク、少しさかのぼればポストモダン、ポス
トコロニアル、ボーダレス、トランスナショナル、ディアスポ
ラ、クレオール、プラチック等々。世間の流行ことばに研究者
が便乗することもあれば、逆に研究者が世間にそうしたこと
ばを広めようとすることもある。それにしても、よくぞここ
までカタカナことばが並んだものだ。かくいう私自身もこう
したことばのいくつかを使ってきたので、皮肉や当てこすり
をいう資格はない。それに、世の中の変化が激しくなって新
奇な現象や新たな問題が次々に浮上するとき、その震源地で
あり、かつまたいち早くそれに反応しようとする欧米に目を
向けて、こうしたカタカナことばを導入し続けるのは一見う
なずける。とはいえ、人々が新しい事象に触れて、それを受
け入れたり拒否したりする対応は、おそらく人類の誕生以来、
世界のどこでも当たり前に見られたはずだ。
　ではいまの時代に固有の新奇なこととはなんだろう。冒頭
のカタカナことばの羅列からいえるのは、人や物や情報やカ
ネが国家、民族、地域、文化、宗教、言語などの境界を超え
て往き来し、離合集散して影響し合い、人々の柔軟さによっ
て、画一化の裏でしたたかで多様な生活が世界中で生み出さ
れているということだと思う。しかしそれははたしてほんと
うに新たな現象なのだろうか。すくなくとも西はアフリカ、
地中海から東は中国、東南アジアまでがつながった広大な地
域において、すでにそうしたことはふつうだった。それがけっ
して新しくも特別でもなかったことは歴史研究が明らかにし
てくれている。おそらく、これまでそうした現象が視野に入っ
ていなかったのに急に見え始めたという、見る側の事情が新
奇さをもたらしているのであろう。
　振り返れば、人類学はずいぶん前から同じような経験をし
てきた。19世紀末から20世紀
初頭にスペンサーとギレンが
オーストラリアのアボリジニー
の詳細な現地報告をしたとき、
それは当時の超大国イギリスに
大きなインパクトを与えた。ア
ボリジニーが急に世の中に誕生
したからではもちろんない。彼
らはずっと前からそこにいた。
そうではなくて、それまで視野
に入っていなかったか、あるい
は無視しても平気でいられたア
ボリジニーの存在が、イギリス
の人々の視野に具体的に飛び込
んできたからだろう。その後堰
を切ったようにオセアニアやア

ジアやアフリカなどからもたらされることになった膨大な民
族誌情報もその延長線上に位置づけてよいと思う。当然のこ
とながら、当時それらが新奇だったのはあくまでも見る側の
事情によってそうだっただけで、現象自体が新奇だったわけ
ではない。「新大陸の発見」と同じ構図である。そして残念なこ
とに、おそらくレヴィ＝ストロースを例外として、そうした新
奇な現象が見る側の認識のしくみを根底から変化させること
はなかったように思う。「他人ごと」の域を出なかったのでは
ないだろうか。

「中東」という「海」
　しかし中東の場合、事情はかなり違う。長い前史がある。千
年ほど前に、西欧世界がレコンキスタや十字軍を契機として
自己形成を始めたことはよく知られている。そのとき西欧を
取り巻いていたアフリカからヨーロッパの一部を取り込んで
アジアに連なる広大な発展した世界は、「他人ごと」どころか
迫り来る抜き差しならない脅威として受け取られた。そして
西欧は、このとらえどころのない連続した「海」のような周囲
の世界にむりやり宗教による線引きをして自己を隔離し、「主
体」を形作ろうとした。その強迫的な構えはさらに西欧内部の
線引きをも促し、ずっと後には「ナショナリズム」や「アイデン
ティティ」という特殊な概念の創出につながった。とはいえ19

世紀に至るまで、その西欧世界もまだおおらかな「海」の一部
に参加していたという事実を、本研究メンバーの西尾哲夫が
「オリエンタリズム的文学空間創出」の過程として明らかにし
つつある（科学研究費補助金・基盤研究（S）「アラビアンナイト
の形成過程とオリエンタリズム的文学空間創出メカニズムの
解明」代表者：西尾哲夫、期間：2006－2010年度）。
　西欧がその特殊な世界認識を明確な形で構築するのは19

世紀後半であり、20世紀初頭には、眼前に広がる「海」に「中東」
という新たな出来損ないの名称を与えたのである。そうした

特殊な認識主体を本研究は「境
界型世界」と呼び、「海」のほうを
「非境界型世界」と呼ぶ。詳しく
は文末に掲げた拙稿をご覧いた
だきたいが、「非境界型世界」で
は長いあいだ、じつに多くの異
なった人、物、情報が頻繁に往
き来し、うごめき、共存してき
た。人々は相互の違いは違いと
して敏感に認識しつつも、それ
に拘泥せず、そのままつながり
あってきたのである。ところが、
人々のあいだのある種の違いと
別種の違いを論理や因果律や比
喩によって強引に結びつけ、重
ね合わせてゆくと、そこにわれ



15No. 132  民博通信

南米ベネズエラの地方都市バレンシアでアラブの食材や水タバコなどを売る店。経営者はレバノン系移民（宇野昌樹撮影）。

ほりうち まさき

成蹊大学文学部教授。専門は社会人類学。中東・北アフリカの社会と文化
を研究。著書に『アラブの音文化：グローバル・コミュニケーションへのい
ざない』（共編著 スタイルノート 2010年）、『世界の砂漠：その自然・文化・
人間』（共著 二宮書店 2007年）など。

われにおなじみの、境界で区切られた全体やかたまりが出現
することになる。国家や民族、文化といった特殊概念はその
産物である。
　そうした境界型世界の出現と人類学の思考とは無縁ではな
い。20世紀のイギリス社会人類学に礎を提供することになる
デュルケムは、19世紀半ば以降、母国フランスがアルジェリ
アをいわゆる植民地（つまり他者）としてではなく、自国その
もの（自己）に組み入れてゆく時代に生きた。彼がアルジェリ
アというとらえどころのない「海」から一線を画すことによっ
て、「有機的連帯」に基づくひとかたまりの「社会的事実」を自
己定位したことは周知の通りである。「海」に触発された、まさ
に境界的思考の完成者といってよいだろう。その後の人類学
と帝国主義の蜜月の百年を経て、20世紀の半ば過ぎには同じ
アルジェリアで、今度は、フランスにとって自己の一部だっ
たはずの部分が崩落してゆくアルジェリア独立戦争の地獄の
ような現場に立ち会ったブルデューが、境界的思考への訣別
宣言ともいえる仕事をしたことは歴史の皮肉というべきか。
そのほかにも、たとえばエヴァンズ＝プリチャードはスーダ
ンやリビアで非境界型世界の「分裂と融合」の謎に直面してロ
バートソン・スミス由来の「分節体系」という苦肉の概念を育
てあげ、ゲルナーはイスラーム世界の「多様性と連続性」の謎
に終始悩まされ続けた。さらにギアツの弟子たちはモロッコ
を舞台に深刻な自己反省の隘路に陥った。こうして、それ自
体が境界型世界の一部として誕生した人類学は、「中東」的な
非境界型世界と対峙しながら自己形成と自己崩壊の道を辿っ
てきたのである。

「新しい海」の発見
　1980年代以降、西欧諸国のみならず、それを模したアジア
やアフリカなどの国々も境界的発想のままでは立ちゆかなく
なったとき、つまり境界的思考が百年にして賞味期限を迎え

たとき、冒頭の数々のカタカナことばが境界型世界の内部か
ら、焦りと危機感の産物として噴出してきたのである。それ
はまたしても「新大陸」、正確には「新しい海」の発見といって
よいだろう。以前からすでにそこにあった非境界型世界が、
見る側の事情の変化によってあたかも新奇な事象かのように
映ったのである。しかもそれは19世紀来の発見と違って他人
ごとではなく、差し迫った自分の問題として目に入ってきた。
その発見報告がいま続々となされているわけだが、境界的思
考に根ざしたことばと発想ではなかなかそれをうまくとらえ
ることができない。
　そこで本研究は境界的思考から距離を置き、非境界型世界
に即した世界の語り方を見いだそうとする。とはいえ、研究
テーマにみずから「非」という表現を用いているあいだは、依
然として境界型世界に立っている。「非」を用いずに、その世界
自体に立ち、その世界のことばで語ることができるはずであ
る。その場所は近代産の「中東」や現代産の「イスラーム世界」
といった線引きによって示される地域にとどまるものではな
い。それどころか非境界型世界はじつは西欧のお膝元でも、
また日本でも、世界中至るところで底流のようにして展開し
てきたはずである。これからのわれわれは再びそれが表面に
出てくる世界で生きてゆくことになると思うのである。
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